
もう待てない！ 
１.日々、皆さんの声を市政に！

２.本当に皆さんの望む予算行使だったのか？

　　　　　　　　　　　　日頃より、菊池ひろしと未来を語る会 代表 下妻市議会議員 菊池 博の

　　　　　　　　　　　政治活動にご理解・ご支援を頂き誠にありがとうございます。みなさまの

　　　　　　　　　　　ご意見等を糧として、今後の政治活動を更に充実していく所存でおります

　　　　　　　　　　　ので、今後ともよろしくお願いします。
　

　　　　　　　　　　　　さて昨今、市内各地域の多くの皆様に現在の市政について、多くの

　　　　　　　　　　　ご意見・ご要望及びご質問を頂く機会に恵まれています。その中で特に

　　　　　　　　　　　多いのが『ワイワイドームしもつまの建設』に関するご意見・ご質問等です。

　　　　　　　　　　　下記に主な２点を示します。

（その他シモンちゃんのバス運行についてなど多くの疑問点がありますが、今回は割愛します）
　

 ① 普段（特に平日等）はあまり使われていないようだが、なぜ多額の費用をかけて

　　造られたのか？費用対効果は十分なのか？
　

　地域交流センターを含めて総事業費：約10億2,500万円 は合併特例債等の措置もあり、

　市単独では約2割負担だが、あくまでも借金であり、今後返済の義務があることは当然である
　

 ② 多額の維持費用もかかるはずであるが、もっと私たちの生活に密着した身近なところに

　　お金を先にかけるべきではないか？　
　

　H29年度予算 ワイワイドームしもつま管理運営事業費 2,033万円であり、毎年同じような

　諸経費がかかることが予想されます。2,000万円があれば、身近な公共施設の修繕やトイレの

　洋式化ができるのではという意見を頂いています。

　私は、今をさかのぼること平成２７年第三回議会定例会において「ワイワイドームしもつまの

建設に関する予算」について反対しました。
　

　主な反対理由は、今現在の市民の皆さんが疑問に思うことが私の中にもあったからであり、当然、

納得できる施設の建設ではなかったからです。参考までに当時の議事録を下記に記載します。
　

 ① 財政状況が厳しい中、ビアスパーク下妻などの課題も多く、将来の少子高齢化対策など

　　今後多くの予算が見込まれる事から、新規事業は抑制・延期又は中止すべきではないか。
　

 ② 約10年前、当時の稲葉村長（現市長）は地域の活性化とまちづくり、人口減少対策として

　　蚕飼地区にやすらぎの里を建設（総事業費 6.24億円、うち合併特例債 約2億円）したが、

　　10年後の現在、当初の目的を達成しているのか疑問である。事実、蚕飼小学校は宗道小学校と

　　統廃合され、本施設が人口減少問題等に寄与しているのか大きな疑問符が付く。
　

 ③ 市議会内に設置された調査特別委員会では、多額の予算がかかる事を懸念して市長に対しての

　　報告書で以下2点の意見を提出しているが、十分考慮されたとは考えにくい。
　

　・多目的広場として都市下水路の配置に考慮し、芝生などの広場として整備する。建物に

　　ついてはトイレなどの最小限の施設とし、空き店舗等を活用して整備することが望ましい。
　

　・予算の執行を含め、この報告書による提言の趣旨を尊重し、市民の意向に沿った事業内容に

　　すること
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世代交代を実現！
あなたと一緒にみらいの下妻づくり！

３.先送りではなくスピード感をもって決断！

４.地域資源と市民力であたらしい街づくり！

皆さんのアイデア・一緒に活動して頂ける仲間を募集しています！

菊池ひろしと未来を語る会　代表 下妻市議会議員 菊池 博

　幸いにして下妻市には砂沼を中心とした観光・商業施設や、その他多くのインフラ、農産物や

特産品なども多く存在しており、そして何より市民力があります。
　

　今ある施設を活かしながら、行政が市民や市民団体、企業などと積極的に協働・連携し、

市民参加型の市政運営を強化していくことにより、この厳しい局面を乗り越えることが出来る、

下妻市が大きく飛躍できるチャンスであると思っています。
　

　私の役割は、幅広い世代の先頭に立って、今現在、私たちの周りに漂っている「停滞感」

「閉塞感」を打破して、市民の参加意欲が掻き立てられるような行政運営や地域行事の推進に

あると思っています。

市民のみなさん！

今こそ私と一緒に下妻市の未来を考えようではありませんか！

　私には約10年前の『やすらぎの里建設』と今回の『ワイワイドームしもつまの建設』が重なって

見えます。両施設ともに基本的な考え方は同じであると私の眼には映っています。
　

　「箱モノを造って → さあ使ってください → 交流人口が増えますよ」という発想では、
それを実際に使う市民の声が十分に反映されているとは思えません。
　

　このように過去の延長線上の施策で、将来のまちづくりを考える現市政を見たとき、私には

明るい・新しい下妻市は見えてきません。今必要なのは新しい発想やスピード感を持った施策の

推進などです。
　

　更には『砂沼サンビーチの今後の問題』や『ビアスパーク下妻の再建問題』など、言わば先送りの

状態です。先送りは決して良い結果を生まないことは明白です。今議論しなくていつするのですか。
　

私にはもう待てません！ 世代交代の時期は今です！

今後の４年間を現市政に任せる勇気が私にはありません！

・企画立案、政策づくり、広報活動 など、私たちと一緒に「あたらしい下妻づくり」に　

　向けて一緒に活動して下さる仲間を募集しております！

・皆さんのご意見、市政へのアイデア、市政への想い を頂き「みらいの下妻づくり」

　（政策）に　つなげていきたいと考えております！

・下記の連絡先までご一報ください！皆さんの力強い声をお待ちしております！
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〒304-0819 下妻市鎌庭132-3　  TEL・FAX　0296-43-7703
■facebook　http://fb.com/kikuchi.hiroshi.0612　■E-Mail  meigenso0308@ybb.ne.jp
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